
令和 7 年度 運営推進会議 報告書 

 

 
１．出席者 

 
２．入居状況 

３．行事 

 施設名 グループホームハートキュアひらた
 サービス種類 認知症対応型共同生活介護
 日 時 令和 8 年 2 月 5 日（木曜日） 14：00～15：00
 会 場 ハートキュアひらた 応接室

 利用者家族 出席 国富地区高齢者クラブ連合会長 欠席
 国富コミセンセンター長 欠席 国富上自治会長 欠席
 民生委員代表 出席 グループホーム施設長 出席
 出雲市役所高齢者福祉課 出席 グループホーム主任 出席
 国富地区社会福祉協議会会長 欠席 グループホーム計画作成者 出席
 あんしん支援センター 出席

 入居者 女性 男性
 おちらと（1F） 9 7 2
 むつみ （2F） 9 8 1
 合 計 18 15 3

 〇11 月～12 月に執り行った行事について

  ① 11 月 25 日（火）15：00～16：00  誕生日会（１Ｆ） 
 昼食は、本人様の好きなわかめご飯を提供しました。 
 15 時より本人様を囲んで、誕生日の歌を唄ってお祝いし、色紙を手渡しました。 
 プレゼントの色紙を持って、笑顔いっぱいの写真が撮れて良かったです。 
 職員が、ホイップクリームでデコレーションしたプリンを利用者皆様に提供し、美味しく
召し上がられました。 
 食後は、皆様とボウリング大会を開催、ボールでピンを倒すと拍手喝采でとても盛り上が
りました。 
  

② 12 月 22 日（月）15：00～16：00  誕生日会＆クリスマス会（1Ｆ） 
   12 月生まれの方の誕生日会とクリスマス会を合同で行いました。 
   誕生日の利用者様には職員が作成したお祝いの色紙をプレゼントしました。 
   クリスマス会として、職員によるハンドベルを披露し、利用者様は、ハンドベルの音色を 
  聞きいっておられ、演奏が終わると大きな拍手をされました。 
   紅茶を飲みながら、楽しい時間を過ごされ「とても良かった」という言葉をいただきまし 
    た。 

 
 



 ③ 12 月 23 日（火）15：00～16：00 クリスマス会（2Ｆ） 
   クリスマスという季節を味わってもらうため、職員の手作りのケーキとシャンメリーを用

意し、利用者様から「ケーキはおいしいし、シャンメリーはまた飲みたいわ」との声をいた
だきました。 

   クリスマス気分を味わってもらうために、サンタの帽子やトナカイのカチューシャを被っ
て、利用者様同士で「似合ってるよ」と話しが弾んでおり、楽しいクリスマス会ができまし
た。 

 

 4.　ハートキュアひらた合同避難訓練総括

    日時：令和 7 年 12 月 25 日（木）14：00～14：30 
   対象施設：グループホームハートキュアひらたとデイサービスハートキュアひらた合同避難

訓練 
   訓練種別：通報訓練・消火訓練・避難誘導訓練 
   想定火災：グループホーム２Ｆ 奥の部屋のコンセントより出火 
   想定時間：日中１４時頃を想定 
 
   避難訓練の手順 

① 火災発見・初期消火 
② 火災受信機の確認・通報 
③ 避難誘導 
④ 集合場所で点呼 
⑤ 追加訓練 
⑥ 訓練後の振り返り 

・職員の役割分担は適切だったか？ 
  適切にできていました。 
  避難誘導は、事前に職員一人一人が利用者様の誰を誘導するか決めていました。 
・声かけ・認知症高齢者の誘導は円滑だったか？ 
  火災訓練ということで大きい声で声かけし、認知症の方で理解の難しいかたには車 
 椅子に乗ってもらい避難しました。 
・避難開始から集合完了までの時間は？ 
  10 分ぐらいで管理者が、点呼の連絡をうけました。 
・消火訓練は？ 
  水消火器を使用して学びました。 
  ただ、天候が悪く数名の職員しかできなかったことが残念な点です。 
・反省点は？ 

1. 寝たきりの利用者様の車椅子のフットレストを取り付ける時、手間取って時間 
ロスしたことです。 

2. 報告時、声が小さく、早口で聞き取れませんでした。 



 3. 今回の避難訓練では、避難にかかる方より避難誘導したが、実際の火事の場
合、火元近くもしくは歩いて逃げれる人から避難誘導し、できるだけ人命を多
く助けることを念頭において救助してほしいと消防官より指示がありました。 

   
 ５．今後の行事予定（1 月・2 月）
   お正月、書初め会、バレンタイン等を予定しています。
 ６.次回の運営推進会議の予定日

 　令和 8 年 3 月 19 日（木） ※変更が生じた場合は速やかに連絡いたします。


